
（その三） 

工場又は事 

業場の名称 
日鉄エポキシ製造株式会社 
千葉工場 

 
 
（２）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 
  ア 計画年度に実施する対策の内容 
    (1)の計画年度の削減率を達成するための対策について、別表から該当する記号を選んで記載

すること。複数の対策を組み合わせて実施しようとする場合は、全ての対策について記載するこ
と。 

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10  
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その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を
次の欄に具体的に記入すること。 

 
基本的に既設は、下記の内容を採用した設備となっております。 
 
① 常温より高い温度の溶剤排気ガス系統に対しては、凝縮ｺﾝﾃﾞﾝｻｰと、更に 
 
 低温冷媒を通水したｱﾌﾀｰｸｰﾗｰを増設し、大気への溶剤排出を防止しています。 
 
② 凝縮ｺﾝﾃﾞﾝｻｰの水量の適正化により、大気への溶剤排出量を削減しています。 
 
③ 溶剤回収工程の手順の継続的な見直しを実施しています。 
 
④ 冷却塔のﾌｧﾝの稼働を負荷状況により適切に調節しています。 
 

 

 

 

 

 

 備考 ３（２）に記載する対策も含めて記載すること。 
 
  イ 目標年度の削減率を達成するために実施する対策の内容 
    (1)の目標年度の削減率を達成するため、基準年度の翌年度以降新たに実施し、又は実施した対

策について、別表から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施しよ
うとする場合は、全ての対策について記載すること。 

 

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10  
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（その四） 

工場又は事 

業場の名称 
日鉄エポキシ製造株式会社 
千葉工場 

 
 
３ 基準年度以前から実施している揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 
 (1) 基準年度における処理回収率等 

    基準年度    基準年度までに、浮屋根式タン 
ク又は内部浮屋根式タンクに改 
造した固定屋根式タンクの基数 
（基） 

平成 １２年度      

使 用 量 
（ｋｇ／年度 ） 

（１億キログラムを超え

る場合は、下段に指数表示

で記載すること。） 
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排出等の量 
（ｋｇ／年度） 
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処理回収率 
（％） 
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7 
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備考 

１ この項の提出は任意であること。 
２ 基準年度は、２(1)の基準年度と一致させること。 
３ 使用量及び排出等の量は、２(1)の基準年度におけるものと一致させること。 
４ 処理回収率は、次の式により算出される数値を有効数字２桁で記載すること。 
 {（使用量－排出等の量）／使用量}×１００ 

 
 (2) 基準年度以前から実施している対策の内容 
   基準年度以前から実施していた対策であって、現在も実施しているものについて、別表から該

当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施しようとする場合は、全ての
対策について記載すること。 

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10  
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その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を次
の欄に具体的に記入すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
備考 この項の提出は任意であること。 






























